
（様式 ７） 

会  議  録 

会 議 の 名 称           上尾市立上平中学校 第４回学校運営協議会 

開 催 日 時          
令和４年１１月５日（土） 

 午前９時３０分 ～ 午前１１時００分 

開 催 場 所          上尾市立上平中学校 小会議室  

議長(会長・会長)氏名 会 長  田中 史夫 

出席者 (委員 )氏名          

副会長  藤井 亜紀子 
委 員  前島 暁     委 員  市村 英一 

委 員  田中 史夫    委 員  石野 知子 

委 員  野崎 敏子    委 員  岩城 孝次 

委 員  根井 直樹    委 員  福嶋 克人     

委 員  中岫 言菜    校 長  根本 和彦 

傍聴者  ０名 

議 題 

（１）上平中の近況について（校長） 

（２）学校運営上の課題について（校長） 

（３）その他  

協 

議 

要 

旨 

協議の結果 意見の概要・質問等 

（１）上平中の近況について ○特記事項なし 

（２）学校運営上の課題について 

  ・高校進学の状況 

  ・不登校生徒への取組 

  ・令和４年度「学校評価」 

  ・新型コロナウイルス感染症感染の状

況 

  ・令和４年度上尾市コミュニティ・ス

クール研修会の報告 

（令和４年１０月２７日（木）実施） 

①これから三者面談が始まるが、高校進学にお

いて、公立や私立での変更点等はあるのか。 

また、オンラインでの授業などの整備はどう

なのか。令和２年度のコロナ禍での高校入試

は実施したのか。 

 

・高校入試に特に変更点はない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②２学期の不登校生徒についてはどのような状

況であるか。不登校生徒への支援はどのよう

に行っているのか。 

 

・減少することはなく緩やかに増えていく傾向

にある。上尾市には、不登校生徒への支援と

して、さわやか相談室相談員が常勤しており、

週１日スクールカウンセラーが勤務してい

る。本校独自の支援体制として、レインボー

ルームを令和４年度より開室し、教室とさわ

やか相談室へのパイプ的役割りとして、個々

の状況に応じた必要な学習支援を行ってい

る。学習適応指導教室や関係相談機関（教育

センター相談員及びスクールソーシャルワー

カー等）と連携を図ることで、不登校傾向の

生徒及びその保護者様に対し、組織的かつ継

続的に適切な支援を行っている。 

 

③不登校生徒の進路はどのようになっているの

か。 

 

・上級学校への進路先を決めている。様々な学

び方を自由に選べるようになった今日、高校

も全日制高校だけではなく、通信制高校や定

時制高校、単位制高校などへの進学も広がり

つつある。中でも通信制高校は、自分のペー

スで学べ、自由な時間も作れることから、進

学先として選択する生徒が増えている。サポ

ート校は、その名の通り、通信制高校の卒業

に向けたサポートを行う。学習面だけでなく、

精神面のサポートもしてくれるので、「一人

では挫折してしまいそう」「悩みを相談でき

る相手がほしい」といった生徒も安心して、

学習に取り組むことができる。 

 

④不登校生徒への家庭訪問等は行っているの

か。 

 

・週 1 回の教育相談部会を開き、配慮する生徒

等の情報を把握し組織で対応している。学年

の教員や担任は保護者への電話連絡を行い、

生徒個々の現状を踏まえて適宜行っている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）その他 

 ①校内見学 

 ８：５０～ ９：４０授業参観 

 ９：５０～１０：４０授業参観 

１０：００～１３：００文化部による作品

展示発表 

 科学部・家庭科部・美術部（武道場） 

 寄贈品販売・制服販売・あおぞら部販売 

（武道場） 

１０：００～１４：００大根販売（第２グ

ラウンド） 

１１：１０～合唱祭最優秀賞クラス３年４ 

組の発表（体育館） 

１１：４５～１２：１５吹奏楽部の発表 

（体育館）  

 ②諸連絡 

【次回の予定連絡】 

令和５年２月１５日（水） 

午前１０時００分から 

（内容） 

・令和４年度学校評価について 

・令和５年度学校教育目標及び学校経営方

針等について 

⑤令和４年度「みんなの学校評価」について 

今年度から、生徒用、保護者用、教師用の評価 

項目、評価の観点（２０個の観点）を同じとし

た。学校運営協議会委員に事前に見せることが

できたので、２月の学校評価をする上で、今か

ら準備し考えることができる。同じ質問をする

ことで、三者のずれや相違が分析しやすく次年

度に向けた改善が立てられる。 

 

・部活動においての評価は、評価項目「主体性」

で見ていただきたい。改善案やご意見があれ

ば、記述欄を設けているので記入していただき

たい。 

 

 

⑥今の新型コロナウイルス感染症の感染状況に 

 ついてはどうであるか。 

 

・教職員、生徒ともに若干名の感染はあったもの

の、合唱祭も学級閉鎖なく全校生徒が参加でき

た。 

 

⑦コミュニティ・スクール協議会の報告 

 

・学校運営協議委員である１名の委員様が、さわ

やか相談室の相談補助・生徒個々の支援、家庭

科部の外部指導者として生徒の見守りをして

いただいている。毎日の登校の様子の見守りや

挨拶等をしていただいている委員様もいらっ

しゃいます。地域の力を学校教育に生かした、

まさに地域学校協働活動が実現されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


